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所 在 地　本庄市銀座 1-5-16　開館時間　午前 9 時～午後 7 時　
休 館 日　年末年始（12/29 ～ 1/3）

本庄市、美里町、神川町、上里町、深谷市、早稲田大学の６団体が連携
して企画展を開催する「本庄早稲田の杜地域連携展覧会」の第５弾！

今回のテーマは「古代」

飛鳥時代後半（7 世紀後半）から奈良時代（8 世紀）にかけて、
律令制の定着とともに児玉・深谷地域でも地方行政組織の整備

が進み、幡羅官衙遺跡群（深谷市）や中宿・岡・熊野遺跡（深谷市）
からなる榛沢郡家、製鉄関連の炭窯が検出された皂樹原遺跡（神川町）、
地域の有力者により造営された私寺と考えられる五明廃寺（上里町）、
大仏廃寺（美里町）、大久保山遺跡ⅢＡ・ⅢＣ地区（本庄市）など、
古墳時代までとは大きく性格の異なる遺跡が各地に出現します。
本展ではこれらの遺跡を紹介するとともに、代表的な出土遺物を展示
します。

本庄早稲田の杜ミュージアム企画展
第５回本庄早稲田の杜地域連携展覧会

会期　令和 7 年 1 月 18 日（土）‐ 3 月 23 日（日）　
会場　早稲田リサーチパーク・コミュニケーションセンター２階　情報資料室　
開館時間　午前 9 時～午後 4 時 30 分
休館日　月曜日（休日の場合は翌日）　　入館料　無料　

会 期　令和 7 年 1 月 18 日（土）
　　　　　　　    ‐ 4 月 28 日（月）　
会 場　旧本庄商業銀行煉瓦倉庫
　　　　　１階展示スペース
開館時間　午前 9 時～午後 7 時
休 館 日　会期中無休
入 館 料　無料　

木村九蔵（1845-1898）は、幕
末から明治時代にかけて活躍

した養蚕家です。養蚕法「一派温
暖育」の確立や養蚕結社「競進社」
の結成、蚕の新品種「白玉新撰」の
改良など数々の功績を残し、日本の
養蚕業の近代化の為に生涯をささ
げました。そして、九蔵と競進社社

関連イベント（講演会・ワークショップ）のお知らせは裏面をご覧ください

企画展会場

員による養蚕法の伝習と科学的養
蚕法の教育は、近代日本の養蚕業の
礎となったと言っても過言ではあ
りません。
本企画展では、木村九蔵の養蚕伝習
の基盤となった競進社の蚕業教育
を、埼玉県立児玉高等学校が所蔵す
る当時の資料を元に紹介します。



所在地　本庄市西富田 1011　早稲田ﾘｻｰﾁﾊﾟｰｸ ･ ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ（早稲田大学 93 号館）1 階　
開館時間　午前 9 時～午後 4 時 30 分　　　入館料　無料
休館日　月曜日（休日の場合は翌日）・年末年始（12/28 ～ 1/3）
問合せ　☎ 0495-71-6878　　　 0495-71-6879　　　 hwmm@city.honjo.lg.jp 本庄早稲田の杜

ミュージアム

本庄市マスコット「はにぽん」のモデルとなった盾持人物埴輪 1 点は、1 月 21 日から九州国立博物館で開催さ
れる特別展「はにわ」出展のため、6 月（展示再開日未定）まで見学できません。ご来館時の注意事項

本庄早稲田の杜ミュージアム企画展
第５回本庄早稲田の杜地域連携展覧会

本庄早稲田の杜地域連携展覧会の会期中には、展覧会や
古代の児玉・深谷地域をより深く知ってもらうための講
演会をはじめ、楽しく飛鳥～奈良時代について学べる
ワークショップを開催します。

イベントに参加して、古代の児玉・深谷地域について楽
しく学びましょう！

講演時間　午後１時 30 分～ 3 時（開場　午後 1 時）
会　　場　早稲田リサーチパーク・コミュニケーションセンター
　　　　　3 階レクチャールーム１
対　　象　どなたでも　　定　　員　100 名　　費　　用　無料
申込方法　1 月 16 日（木）午前 9 時から①～③いずれかの方法
　　　　　で申し込みしてください
　　　　　①電話　☎ 0495-71-6878
　　　　　②メール　　　hwmm@city.honjo.lg.jp
　　　　　　※本文に希望する講演会名・受講者名・電話番号を記載
　　　　　③本庄早稲田の杜ミュージアム窓口

本庄早稲田の杜地域連携展覧会「古代の児玉・深谷地域」を見学して古代
の土器について学んだあと、自然乾燥で固まる粘土を使って、自分だけの
オリジナル土器をつくりましょう。

開 催 日　令和 7 年 2 月 1 日 （土） ・2 日 （日）
時 間　午前 10 時～ / 午後 2 時～
　　　　　※各日 2 回開催　※体験時間の目安は 90 分
会 場　本庄早稲田の杜ミュージアム
対 象　どなたでも
定 員　各回 10 名（先着順）
費 用　200 円（製作キット代）
注意事項　汚れてもよい服装でご参加ください
申込方法　1 月 19 日（日）午前 9 時から①②いずれかの方法
　　　　　で申し込みしてください
　　　　　①電話　☎ 0495-71-6878
　　　　　②本庄早稲田の杜ミュージアム窓口

1/25 土
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神川町皂樹原遺跡
－炭窯・鍛冶・寺院－

古代武蔵国北西部における鉄生産導入期の拠点であった皂
樹原遺跡で調査された鉄生産に用いる木炭を焼いた横口付
炭窯、鍛冶専用の工房跡、寺院の存在を示す古代瓦と遺跡
周辺の古代の鉄生産遺跡についてお話しします。

金子　彰男 氏講師
（神川町教育委員会生涯学習課）

開催日

2/ 8 土
上里町内における古代遺跡の変遷
－律令期を中心に－

今からおよそ 1300 年前の奈良時代、我が国は、中国の制度を模倣し「律
令国家」と呼ばれる強力な中央集権国家を整備していきました。また
同時期の上里町や神川町周辺は、「賀美郡」と呼ばれ、その過程で各
地に数々の遺跡が形成された時期でもあります。講演会では、発掘調
査で判明した周辺遺跡の変遷をたどり、「律令国家」の中の賀美郡と
そこに生きた人々に迫ります。

林　道義 氏講師
（上里町教育委員会生涯学習課）

開催日

3/１土
律令期の深谷周辺

７世紀後半に始まる律令制の導入により、地方でも行政機
関が整備され、日本の古代社会は大きな画期を迎えます。
深谷市内では幡羅郡家跡、榛沢郡家跡が確認されています。
講演会では、両郡家の全貌と、それを中心に展開した周辺
遺跡、そして古代交通路についてお話しします。

知久　裕昭 氏講師
（深谷市教育委員会文化振興課）

開催日


